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老人の人生満足度 ・抑うつ皮に関連する要因の分析

一 老人ホーム入所者と人 生 大学受講者の比鮫を通して一

0矢 倉 紀子 答郷 ~奈恵、

(鳥取大学医 線技術短期 大学部看 護学科)

{は じめに} 近年、商齢化が進み :0謹の対象も老人の占める符l合が増大してい

る . 老人を看護するにあたり、身体的ケアはもちろん、老人 iJ<幸制感をもって家縫

復帰できるような媛助が必要となる。そこで、老人の人生満足度、抑うつ皮に関連

寸る要因として、例人特性、生活環境、健康状態の 3側而より分析を行ない、若干

の知見を得たので報告する。

{対象と方 法 ] 対象は、莱公立養捜老人ホ ー ム入所 者(以下ホ ー ム群とす)39 

名(男:10名、女:29名)と自治体が主催する人生大学受講者(以 下 人生大学群と

する)165名 (男:55名、女:104名、不明: 6名)であり、 平 周年齢はホ ー ム群:

77.5::!:8.0歳、人 生 大学群 :73. 6す 6.2践であった.さらに、人生大学群を居住形

態によって夫婦君事、同居群、独居群に区分した.

方法は、人 々満足度、抑うつ 度、健康感、 内覚症状、趣味に閲するア ンケ ー ト網

代を行なった.人生満足度は、心理的幸福の程度を測定すあために、和田が作成し

た Life Satisfaction Index (LSl)を使用し、その評価は満点、が 20点で得点の高い

程人生満足度が高いと評価する.抑うつ度は、東邦大弐抑うつ尺度 (SRQ-D) を周

い 、やはり得点の高い程抑うつ皮が高いと評価し、最高は 33点である .

{結果及び考察] 抑うつ度と人生満足度との関係は負の相関関係を認め、人生

大学群で 1%、ホ ー ;ム鮮で 5%の危険事で有意差が認められた . なを 、両者とも年

齢との相関関係は認められなかった 。

1 .居住形態と人生満足度・抑うつ度との関連(図 1 ・凶 2) 

人生満足度得点、は夫婦群が最も高く、次いで同居群、独居群であり、最も低かっ

たのはホ ー ム群で夫 婦群 と他の 3群問、同居群とホーム群聞に有意差が認められた。

抑うつ度得点は逆にホ ー ム群が震も高く次いで同居群、独居群であり夫婦群が最

も低くホーム群と他の 3群問、同居群と夫婦群問に有意差が認められた。老人の居

住形 態としては 、子どもた の同居が 子孫への 依存や、子孫の世 話などに より最も 生

きがい 感を高める との報告が あるが 、その 一 方で異世代聞の 価値観のずれや生活パ

タ ー ンの違いによる心思的葛藤が強くなることも考えられる . 本調査結果は後者の

要因が強かったためと推察する.

2 .性・健康.11 ~未と人生満足度 ・ 抑うつ皮との関連(褒 1 、袋 2 ) 

人生大学群では人生満足度、抑うつ度いずれにおいても位、健康感で有意差が認

められ男性の人生満足度が高く抑うつ皮が低く、また健康般の強い群ほど人生満足

度は高く、抑うつ J.ff.が低かった。自覚症状、滋味の有無では、自覚症状有群の抑う

つ皮が高く 、組暁の有群の人生満足度が有意に得 点が高かった . 埼玉 ーム群も前述の

人生大学群と同僚の傾向を示したが、自覚症状においてのみ有意差を認め、無事干の
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健康や怨昧が重要な意味生 きがい感にかかわる要閃として、抑う つ 度 tJ~ 低か っ た。

健康に つ いては必ずしも疾患を有しないとを持 つ ことはすでに常識とな っ ている 。

と がどれ位維持しているか に かか っ ているとむ し ろギ観的な健康感をとではなく

看護するにあた っ て 十 分考慮す本調査でもこのことが 示 され、指嫡されているが、

社会的機t# 1申的、趣味を持つことは加齢にともな う 身体的、また、る必要がある 。

現実の 自己 与在 に ついての 充 足喪 失体験をせざる得ない老人 化とって 、能の縮小

後助する必要がある。を認織し、感をもたらす意味でその意義が大きいこと

老人 ホ ー ムという環境ホ ー ム群で人 生 大学群程顕著な差が見 ら れなか っ たのは、

ホ ーされたことと、他の要因による影響が覆いかく要因による影響が大きすぎて、

ム に 入所せざる得なか っ たという個別的背景が影響 して いる と が考えられる .

疾患に対する医療的援老人の生きがい感を高めるような勿護援助は、{結語 ]

疾態の有無にかかわらず 主 観的な健康感が持てるよ う な助に終始するのではな く 、

有胤感の待てる家族関係ヘ

自己充実感のある老人自らの内発的な趣味の持てる 生 活へと援助する必要
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